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1.はじめに
近年，映像中から人の動作を認識する研究が盛んに行わ

れている．しかし，従来法の多くは対象とする人を外側から
撮影しているため，人がどのような意図で行動しているのか
という情報を知ることは困難である．このような問題に対し
て，人の行動意図を認識するためのFirst-Person Visionと
いうアプローチ [1]が提案されている．First-Person Vision
とは，図 2のように Inside-Outカメラを人の頭部に装着
し，人の視界を観測しつつ，もう一つのカメラで眼球を観
測することで，人の行動意図を認識する試みである．本研
究では，Inside-Outカメラを用いて撮影したシーン映像か
らの自己動作の識別法を提案し，その有効性を示す．

図 1 : Inside-Outカメラ (文献 [1]より引用)

2.提案手法
提案手法では，Space-Time Patch(ST-patch)[2]を用い

た自己動作の識別を行う．図 2 に提案手法の流れを示す．
本手法では，連続した 30フレームを 1つの入力として動作
を識別する．入力映像の大域領域と局所領域から ST-patch
特徴量を算出し，マルチクラス識別のための Boosting手
法である Joint-Boostingにより，前進，右折，左折，つま
づく，階段の上り，下りの動作を識別する．

図 2 : ST-patch特徴を用いた Joint-Boostingよる識別

2.1 ST-patchによる動きの解析
ST-patch特徴は，画像を時間軸方向に重ねた時空間画

像における x軸，y軸，t軸の勾配値より求められる．よっ
て画素 iからは，Pxi , Pyi , Pti の 3つの勾配値を持つ時空
間勾配が得られる．この時空間特徴を局所領域の画素数で
スタックした行列Gを算出し，行列Gに転置行列をかけ
た行列M が 1 つの ST-patch から得られる ST-patch 特
徴である．
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本手法では，画像を 128pixel×96pixel にダウンサンプリ
ングした映像から，ST-patch特徴を算出する．図 2に示す
ように，一つの動作 (30フレーム)から 10フレーム毎に，
画像全体を 1つのパッチサイズとした大域的 ST-patch特
徴と，画像を 16 分割と 64 分割にした各領域 1 つずつを
パッチサイズとした局所的 ST-patch特徴を算出する．さ
らに，各 ST-patchから動きの定常度 (CRIM)と，前後 2
つの ST-patchから動きの類似度 (MC)算出する．
2.2 Joint-Boostingによる識別器の構築

6種類の動作識別を行うために，マルチクラス識別のた
めの Boosting手法である Joint-Boostingを用いた学習に
より識別器を構築する．1つの入力映像から得られる特徴

量は膨大になるが，Joint-Boostingは共通する特徴 (弱識
別器)を共有するため，識別にかかる計算量を抑えること
ができる．
3.評価実験
頭部に装着した Inside-Outカメラを用いて撮影した各

動作シーンの識別実験を行う．データベースは，学習用サ
ンプルとして，前進 57個，右折 68個，左折 75個，つま
づく 60個，上り 94個，下り 95個の映像を使用する．評
価用サンプルとして学習用サンプルとは別に撮影した，前
進 39 個，右折 30 個，左折 21 個，つまづく 12 個，上り
20 個，下り 23 個の映像を使用する．表 1(a) に提案手法
である ST-patch による識別結果を示し，表 1(b) に比較
手法として，オプティカルフローによる識別結果を示す．

表 1 : 識別実験結果

表 1より，F値の平均を比較すると提案手法はオプティカ
ルフローより 19.6％向上した．オプティカルフローは，ノ
イズや動きが大きくなると正確なフローを求めることがで
きないため，歩行時の振動が識別率の低下につながったと
考えられる．提案手法では，右折，左折を階段の上りと多
く誤認識している．これは，映像内の大部分にテクスチャ
の少ない壁が映っている右折，左折のシーン映像が多いた
め，勾配情報が得られにくく，識別が困難になったと考え
られる．識別例を図 3に示す．Joint-Boostingにより選択
された ST-patch特徴には,横方向と縦方向の勾配が多く，
建物内におけるドアや窓などのエッジを多く捉えるという
ことが判明した．提案手法は，30フレームから算出する 1
つのサンプルに対して，約 50msecで識別が可能である．

図 3 : 識別例
4.おわりに
本研究では，人の視界を観測した映像から ST-patch特

徴量を用いた自己動作の識別法を提案し，その有効性を示
した．今後は，眼球を観測した映像を用いた自己動作の識
別精度の向上について検討する予定である．
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